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サマリー 

⚫ 指名・報酬委員会（以下「委員会」）の委員会事務局（以下「事務局」）が日々の委員会運営

にあたって留意すべき主なポイントとして、①委員会メンバーとの密なコミュニケーション、

②論点となる事項の事前共有、③事務局の在り方の 3 点について紹介する。 

⚫ 委員会の審議において社外取締役に機能発揮いただくには、企業が社外取締役に期待する役割

について、あらかじめ双方の認識を一致させておくことが重要である。そのためにも社外取締

役に業務執行の責任者である社長 CEO が取締役会などでは伝えきれない行間を知っていただ

くことは、監督機能として非常に重要になる。社長 CEO と社外取締役との 1on1 等の機会を

設けることが効果的な手法の 1 つである。 

⚫ 取締役会や委員会以外のインフォーマルな場で社外取締役同士が対話する機会を設けるケース

も増えてきている。ただし、この場合、事務局としては、本来、取締役会や委員会の場で合意

形成を図るべき内容について、それら以外の場で合意形成が図られてしまうことのないよう注

意を払う必要がある。 

⚫ 委員会の議論を自社の戦略に即した本質的なものとするためには、委員会の審議状況やトピッ

クについて、指名と報酬の両委員会間および委員会メンバー以外の社外取締役等に対してタイ

ムリーに情報共有するプロセスを構築することが重要である。 

⚫ 昨今、委員会に求められる期待役割や審議の範囲が拡大する中で、一部の企業では、取締役会

運営を中心に委員会運営などを含めたコーポレートガバナンスの強化に向けた取組みを推進す

る専門組織として、“コーポレートセクレタリー”の機能を持つ組織・部署を立ち上げる動きも

出てきている。 

⚫ 今後、コーポレートガバナンスの要諦となる指名・報酬戦略の議論を発展させていくにあた

り、事務局はコーポレートセクレタリーとしての重要なポジションを担っていくことになると

考えられる。 
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